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研究成果の概要（和文）： 個体の生存のために重要な行動である報酬獲得行動と罰回避行動に対する他個体の存在の
影響を、ラットをさまざまな社会的環境において比較検討した。他者の存在は一般的に，報酬獲得関連行動には促進的
に，罰回避関連行動には抑制的に作用した。他者の存在は被験者の行動をより活動的にして，環境への積極的な対応を
促進していると推察される．その社会的影響は嗅覚情報や視覚情報により伝搬されているが、状況によりその重要度が
異なる。また内側前頭前野は自己と他者の識別に重要な役割を果たしており、その機能低下は他者の影響を受けやすく
する。

研究成果の概要（英文）： To evaluate social influence on reward seeking behavior and risk avoidance behavi
or, we examine the effects of variouos social environments on food seeking behavior, food consumption, pas
sive avoidance behavior and other emotional behaviors in rat. Social context generally facilitated reward 
seeking behavior but suppressed avoidance behavior,in safe situations. In dangerous situation, avoidance b
ehaiviors of already learned animals were accerelated by avoidance behavior of other rats. These social mo
dulations were enhanced by the lesions of medial prefrontal coretex. Both visula and olfactory signals are
 involved in the social influence in situation-dependent manner.  
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１．研究開始当初の背景 
ヒトを含む社会的な動物は、心理的、行動

的な面において密に繋がっている。幸福感と

いうポジティブな心情は、ヒトの社会ネット

ワークで広がる(Fowler and Christakis 

2008)。一方、肥満や喫煙など多くの病気の

リスクファクターとなる状態も社会の中で

伝搬される(Christakis and Fowler 2007, 

2008)。実験動物であるラット・マウスの摂

食行動は他者の存在で大きく変化すること

が知られている(Galef et al 1985)。我々は

最近、ラットの学習行動（回避行動）も他個

体との相互作用により影響を受けることを

明らかにした(Masuda and Aou 2009)。集団

規模増大に伴い高位の雄の振る舞いが強く

なり、階層性がより明確になることが知られ

ており(Macdonald 1984)、社会的構造が形成

されるとともに複雑な情報処理が営まれて

いる可能性がある。個体および社会集団とし

て生存するための生命基盤として重要であ

る摂食行動（報酬獲得）や回避行動（危険回

避）は、集団でどのように伝達が行われるの

か、また最終的にそれが何らかの社会的なル

ールに発展するのか興味あるテーマである。

本研究は特に摂食行動や回避行動の環境依

存性、社会関係依存性、行動種特異性に注目

してこれら行動の社会的伝達機構を調べる。 

 
２．研究の目的 
社会的動物は集団を組織し、生存のための

有益な情報（報酬獲得や危険回避など）を発

信・受信する。逆に、有害行動が社会的に伝

播され、問題となる場合もある。このような

社会的伝達は動物にも認められ、その脳内機

構が普遍的に存在すると考えられるが、その

詳細は明らかでない。本研究は、危険回避行

動や報酬獲得行動が10個体以下の中規模集団

における相互影響の社会環境依存性について

調べ、さらにその神経機構を明らかとするこ

とを目的とする。 

 
３．研究の方法 

(1) 群れ行動:オープンフィールド試験を利

用して群れ行動を測定した。オープンフィー

ルド内の複数匹のラットを検出するために、

1 匹に 1 色ずつ、全てのラットを異なる色で

識別した。ラットの頭部から尾部にかけて動

物にとって無害であるアニマルマーカー（室

町機械社製）を塗布し、ラットへのストレス

を考慮して 5分程放置した。その後、四角い

囲い（80 cm×56 cm×40 cm）の中にラット

を入れ、10 分間の行動を観察した。総移動距

離や移動速度、他個体との個体間距離を測定

した。 

 

(2) 報酬獲得行動の社会的環境依存性：報酬

探索行動はアクリル板の壁と，金網で作られ

たフィールドからなり、被験ラットとパート

ナーラットを入れた．餌探索フィールドには，

餌を入れた容器が置き，金網の蓋で餌を見た

り嗅いだりはできるが，食べることはできな

い．既知の高嗜好食および未知の香りをつけ

た高嗜好食を入れた．食物報酬獲得実験では、

金網で2つに区分したチャンバーの片方の区

画に餌を入れ，そこに被験ラットを入れて，

摂食開始時間と10分間の摂食量を測定した．

一方の区分にラットがいる条件といない対

照条件で比較した． 

 

 (3) 回避行動の社会的伝達：回避行動では

受動的回避学習を利用して評価した。実験ス

ケジュールとしては、学習形成および確認期

間（3 日間）の後、安全な状況下での 2 匹間

相互作用を調べ（4日目）、その後危険な状況

下での 2匹間相互作用を調べた（5-6 日目）。 

2 匹間の既知関係性の違いが社会的伝達に

影響するかどうか検討した。同一飼育ケージ

に 2匹のラットを 3-4 週間共存させ、同一ケ

ージから抽出した 2匹を既知関係、別々のケ

ージから抽出した 2 匹を未知関係とし、安

全・危険状況での回避行動の社会的伝達につ

いて差異があるかどうかを調べた。 



 

(4) 破壊実験および感覚はく奪実験：内側前

頭前野破壊ラットおよび嗅覚や視覚を遮断

したラットで社会的影響の変化を調べた。内

側前頭前野に 0.1M NMDA 溶液を注入し、神経

細胞を選択的に破壊した。感覚はく奪試験で

は、嗅覚はく奪のため 0.17M 硫酸亜鉛を両側

鼻腔に滴下した。視覚情報は他個体を不透明

な壁で遮蔽した。 

 

４．研究成果 

(1) 報酬獲得行動の社会環境依存性 

2匹の環境で、物理的に接触しない他者の存

在が、食物探索行動を促進し、新奇食物に対

する恐怖反応を減弱するが、摂食量には影響

をしないこと、物理的に接触できる3匹から5

匹までの群れ環境で報酬獲得行動と社会行動

を評価し、血縁関係の影響に性差があること、

発達期環境が個体間距離に影響を及ぼすこと

が明らかになった。 

摂食行動をそのプロセスによって，食物探

索行動，摂食開始行動，消費行動の 3つの区

分に分けて検討した。その結果、他個体の存

在は，食物探索行動において，探索フィール

ドの滞在時間を増加させた．また、食物カッ

プの探索行動を増加させた．さらに、他個体

の存在は，探索行動時の活動性を増加させた．

摂食開始行動においては、他個体の存在は，

摂食開始までの時間を短縮させ、食物消費行

動においては，摂食量に影響しなかった．以

上の結果より，他者の存在は，消費行動を除

く，摂食行動全般を促進していると考えられ

た．本モデルでは，他者の存在による過食は

見られなかったが，広い意味での摂食行動の

促進作用は見られたことから，つられ食いと

いった現象の解明につながるものと期待さ

れる． 

過食の要因は，食品の高嗜好化や食習慣の

変化などに加えて，社会的環境が影響を与え

ている可能性がある．ヒトの摂食量は他者が

いると増える (Lumeng and Hillman, 2007)

ことや，肥満の友人が多いとその人も太る

(Christakis and Fowler, 2007)といったこ

とが報告されている．  

 

(2) 危険回避行動の社会環境依存性 

回避行動の社会的伝達における感覚情報の

関与について、視覚と嗅覚の重要度を評価し、

どちらの感覚でも欠如すると伝達が低下する

ことが明らかになった（文献２）。破壊実験

では内側前頭前野を破壊すると社会的影響が

増強することを見出した（図1,文献８）。 

 

図1. 内側前頭前野破壊による 

社会的伝達の促進 

学習経験個体の回避行動は安全な状況下で

の未学習個体との相互作用により大きく減弱

し、危険な状況下での相互作用では増強され

た。対して学習経験の無い個体ではどちらの

状況でも変化せず、痛み経験をもつ個体でも

他者からの影響は確認できなかった。これら

のことから、回避行動の社会的伝達では個体

の学習経験が大きい要素として考えられるこ

と、回避行動は状況によって抑制・増強とい

う2方向調節を受けることが示唆された。 



げっ歯類では嗅覚を介した個体識別機構が

明らかとなっており、食物嗜好性の社会的伝

達では未知個体同士の伝達が強く起こるとの

報告がある。またマウスの研究であるが、他

者に対する痛覚刺激に対する応答においては

他者が既知で親近性が高い場合に強く応答し、

それは視覚系を介するとの報告がある 

個体間の関係が既知か未知かで、社会的伝

達の影響が異なるかどうか検討した。安全な

状況では、既知関係と未知関係の間には大き

な差は無かったが、危険な状況においては回

避行動の増強が既知関係のほうが強く生じる

傾向にあった。このことから、既知・未知と

いう関係性は回避行動の社会的伝達、特に回

避の増強に関して影響を与えることが示唆さ

れた。 

(3) その他の行動の社会環境依存性 

上記のように受動的回避行動では，暗室に

入るまでの潜時が，ともに暗室に入る同伴ラ

ットがいる場合には顕著に短縮することが

明らかになっていたが，この短縮効果は，見

物ラットがいるだけでは起こらなかった．一

方で，暗室に入る前の移動活動は見物ラット

の存在だけで促進した． 

高架十字迷路試験を用いた不安情動の評価

では，見物ラットの存在によって不安情動の

指標が低下した．これらの結果は罰回避行動

の抑制には，共に行動するラットが重要であ

ること，また基本的な負の情動の抑制には，

見物ラットの存在だけでも影響があることを

示唆する． 

 

(4) 総括 

以上の結果から、報酬獲得行動と罰回避行

動への他個体の存在の影響をあわせて考える

と，他者の存在は一般的に，報酬獲得関連行

動には促進的に，罰回避関連行動には抑制的

に作用しており，他者の存在は被験者の行動

をアクティブなモードにして，環境への積極

的な対応を促進していると推察される． 

本研究により、報酬獲得行動、危険回避行

動ともに他個体の存在はその発現に影響を及

ぼすことが明らかになり、その感覚情報の意

義およびその制御にかかわる中枢部位の一端

を明らかにすることができた。 
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